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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

　
平成22年度
第３四半期
連結累計期間

平成23年度
第３四半期
連結累計期間

平成22年度

　
(自 平成22年４月１日
  至 平成22年12月31日)

(自 平成23年４月１日
  至 平成23年12月31日)

(自 平成22年４月１日
  至 平成23年３月31日)

経常収益 百万円 158,287 163,646 209,014

　うち信託報酬 百万円 0 ― 1

経常利益 百万円 51,398 58,182 64,169

四半期純利益 百万円 29,809 30,348 ―

当期純利益 百万円 ― ― 36,155

四半期包括利益 百万円 20,638 33,959 ―

包括利益 百万円 ― ― 19,039

純資産額 百万円 715,767 724,915 714,180

総資産額 百万円 9,336,165 9,349,505 9,442,019

１株当たり四半期純利益金額 円 43.48 45.81 　―

１株当たり当期純利益金額 円 ― ― 52.92

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益金額

円 43.46 45.79 ―

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益金額

円 ― ― 52.90

自己資本比率 ％ 7.44 7.50 7.33

信託財産額 百万円 383 374 372

　

　
平成22年度

第３四半期　　　　　　　　　　　　　　連結会計期
間

平成23年度
第３四半期
連結会計期間

　
(自 平成22年10月１日
  至 平成22年12月31日)

(自 平成23年10月１日
  至 平成23年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 円 19.59 12.30

(注) １　当行及び国内連結子会社の消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。
２　第３四半期連結累計期間に係る１株当たり情報の算定上の基礎は、「第４　経理の状況」中、「１　四半期連結
財務諸表」の「１株当たり情報」に記載しております。

３　平成22年度第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定に当たり、「包括利益の表示に関する会計基準」
（企業会計基準第25号  平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

４　信託財産額は、「金融機関の信託業務の兼営等に関する法律」に基づく信託業務に係るものを記載しておりま
す。なお、該当する信託業務を営む会社は当行１社です。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、静岡銀行グループ（当行及び当行の関係会社）が営む事業の内容

については、重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても、異動はありません。

EDINET提出書類

株式会社静岡銀行(E03570)

四半期報告書

 2/21



第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

以下の記載における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において静岡銀行グループ

が判断したものです。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間における国内経済は、東日本大震災の影響も徐々に弱まり、緩やかな持ち直

しの動きが見られました。静岡県経済につきましても、企業の生産活動を中心に着実な回復基調をたどっ

ています。

一方で、歴史的な円高の進行や欧州経済の混乱、タイにおける洪水の影響などにより、依然として今後

の先行きに対する不透明感が拭いきれない状況にあります。

当第３四半期連結累計期間の静岡銀行グループの財政状態及び経営成績は以下のとおりです。

〔財政状態〕

静岡銀行グループの当第３四半期連結会計期間末の総資産は、現金預け金、貸出金等の減少により前連

結会計年度末比925億円減少し、9兆3,495億円となりました。負債につきましては、預金等（譲渡性預金を

含む）は増加したものの、借用金の減少により前連結会計年度末比1,032億円減少し、8兆6,245億円とな

りました。また、純資産は自己株式取得（20百万株)を実施しましたが、四半期純利益の計上などにより、

前連結会計年度末比107億円増加し、7,249億円となりました。

主要な勘定残高につきましては、貸出金は前連結会計年度末比607億円減少し6兆5,754億円、有価証券

は前連結会計年度末比137億円増加し2兆808億円、また、預金等は前連結会計年度末比1,746億円増加し、7

兆8,326億円となりました。

〔経営成績〕

当第３四半期連結累計期間の静岡銀行グループの経常収益は、貸倒引当金戻入益を中心とするその他

経常収益の増加に加え、役務取引等収益の増加などにより、前年同期比53億58百万円増加し、1,636億46百

万円となりました。また、経常費用は、金融派生商品費用計上によるその他業務費用の増加があったもの

の、貸倒引当金繰入額減少などその他経常費用の減少を主因に前年同期比14億24百万円減少し、1,054億

64百万円となりました。

この結果、経常利益は、前年同期比67億83百万円増加し581億82百万円となりましたが、四半期純利益

は、法人税率変更にともなう法人税等調整額の増加もあり、前年同期比5億39百万円増加の303億48百万円

となりました。

報告セグメントの損益状況につきましては、「銀行業」の経常収益は前年同期比44億39百万円増加し

1,412億69百万円、セグメント利益は前年同期比68億76百万円増加し540億73百万円となりました。また、

「リース業」の経常収益は前年同期比1億63百万円増加し180億60百万円、セグメント利益は前年同期比

47百万円減少し14億34百万円となりました。
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① 国内・海外別収支

資金運用収支は、前第3四半期連結累計期間比2億99百万円増加して972億73百万円、役務取引等収支

は、前第3四半期連結累計期間比4億68百万円増加して182億63百万円、特定取引収支は、前第3四半期連

結累計期間比4億54百万円増加して3億89百万円、その他業務収支は、前第3四半期連結累計期間比32億

82百万円減少して71億78百万円となりました。
　

種類 期別
国内 海外 相殺消去額(△) 合計

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

資金運用収支
前第３四半期連結累計期間 96,258 715 ― 96,974

当第３四半期連結累計期間 96,500 773 ― 97,273

　うち資金運用収益
前第３四半期連結累計期間 103,304 1,235 △124 104,415

当第３四半期連結累計期間 101,876 1,286 △83 103,079

　うち資金調達費用
前第３四半期連結累計期間 7,045 519 △124 7,441

当第３四半期連結累計期間 5,376 512 △83 5,806

信託報酬
前第３四半期連結累計期間 0 ― ― 0

当第３四半期連結累計期間 ― ― ― ―

役務取引等収支
前第３四半期連結累計期間 17,814 △19 ― 17,795

当第３四半期連結累計期間 18,235 27 ― 18,263

　うち役務取引等
　収益

前第３四半期連結累計期間 34,543 12 △11 34,545

当第３四半期連結累計期間 35,385 58 △8 35,435

　うち役務取引等
　費用

前第３四半期連結累計期間 16,729 32 △11 16,749

当第３四半期連結累計期間 17,149 31 △8 17,172

特定取引収支
前第３四半期連結累計期間 △65 ― ― △65

当第３四半期連結累計期間 435 △45 ― 389

　うち特定取引収益
前第３四半期連結累計期間 19 ― ― 19

当第３四半期連結累計期間 784 ― △45 738

　うち特定取引費用
前第３四半期連結累計期間 84 ― ― 84

当第３四半期連結累計期間 349 45 △45 349

その他業務収支
前第３四半期連結累計期間 10,547 △86 ― 10,460

当第３四半期連結累計期間 7,203 △25 ― 7,178

　うちその他業務
　収益

前第３四半期連結累計期間 12,778 16 ― 12,794

当第３四半期連結累計期間 10,835 15 ― 10,850

　うちその他業務
　費用

前第３四半期連結累計期間 2,231 102 ― 2,334

当第３四半期連結累計期間 3,631 40 ― 3,672

(注) １　「国内」とは、当行(海外店を除く)及び国内に本店を有する連結子会社(以下「国内連結子会社」という。)で

あります。

２　「海外」とは、当行の海外店及び海外に本店を有する連結子会社(以下「海外連結子会社」という。)でありま

す。

３　「相殺消去額」は、「国内」と「海外」間の取引に関する相殺額を記載しております。

４　資金調達費用は、金銭の信託運用見合費用（前第３四半期連結累計期間3百万円、当第３四半期連結累計期間3

百万円）を控除して表示しております。
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② 国内・海外別役務取引の状況

役務取引等収益は、前第3四半期連結累計期間比8億90百万円増加して354億35百万円となりました。

また、役務取引等費用は、前第3四半期連結累計期間比4億22百万円増加して171億72百万円となりまし

た。
　

種類 期別
国内 海外 相殺消去額(△) 合計

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

役務取引等収益
前第３四半期連結累計期間 34,543 12 △11 34,545

当第３四半期連結累計期間 35,385 58 △8 35,435

　うち預金・貸出　　
　業務

前第３四半期連結累計期間 4,488 7 ― 4,496

当第３四半期連結累計期間 4,273 1 ― 4,274

　うち為替業務
前第３四半期連結累計期間 6,036 1 △6 6,031

当第３四半期連結累計期間 5,952 4 △5 5,950

　うち証券関連業務
前第３四半期連結累計期間 3,191 ― ― 3,191

当第３四半期連結累計期間 3,406 50 ― 3,457

　うち代理業務
前第３四半期連結累計期間 2,896 ― ― 2,896

当第３四半期連結累計期間 3,437 ― ― 3,437

　うち保護預り・
　貸金庫業務

前第３四半期連結累計期間 350 ― ― 350

当第３四半期連結累計期間 338 ― ― 338

　うち保証業務
前第３四半期連結累計期間 1,689 3 △4 1,687

当第３四半期連結累計期間 1,640 3 △2 1,641

　うちリース業務
前第３四半期連結累計期間 11,706 ― ― 11,706

当第３四半期連結累計期間 12,125 ― ― 12,125

役務取引等費用
前第３四半期連結累計期間 16,729 32 △11 16,749

当第３四半期連結累計期間 17,149 31 △8 17,172

　うち為替業務
前第３四半期連結累計期間 1,081 0 ― 1,081

当第３四半期連結累計期間 1,086 0 △0 1,086

　うちリース業務
前第３四半期連結累計期間 10,066 ― ― 10,066

当第３四半期連結累計期間 10,638 ― ― 10,638

(注) １　「国内」とは、当行(海外店を除く)及び国内連結子会社であります。

２　「海外」とは、当行の海外店及び海外連結子会社であります。

３　「相殺消去額」は、「国内」と「海外」間の取引に関する相殺額を記載しております。
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③ 国内・海外別特定取引の状況

特定取引収益は、前第3四半期連結累計期間比7億19百万円増加して7億38百万円となりました。また、

特定取引費用は、前第3四半期連結累計期間比2億64百万円増加して3億49百万円となりました。
　

種類 期別
国内 海外 相殺消去額(△) 合計

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

特定取引収益
前第３四半期連結累計期間 19 ― ― 19

当第３四半期連結累計期間 784 ― △45 738

　うち商品有価証券
　収益

前第３四半期連結累計期間 ― ― ― ―

当第３四半期連結累計期間 766 ― △45 720

　うちその他の特定
　取引収益

前第３四半期連結累計期間 19 ― ― 19

当第３四半期連結累計期間 18 ― ― 18

特定取引費用
前第３四半期連結累計期間 84 ― ― 84

当第３四半期連結累計期間 349 45 △45 349

　うち商品有価証券
　費用

前第３四半期連結累計期間 19 ― ― 19

当第３四半期連結累計期間 ― 45 △45 ―

　うち特定金融派生
　商品費用

前第３四半期連結累計期間 65 ― ― 65

当第３四半期連結累計期間 349 ― ― 349

(注) １　「国内」とは、当行(海外店を除く)及び国内連結子会社であります。

２　「海外」とは、当行の海外店及び海外連結子会社であります。

３　「相殺消去額」は、「国内」と「海外」間の取引に関する相殺額を記載しております。

　
④ 国内・海外別預金残高の状況

○　預金の種類別残高(末残)

　

種類 期別
国内 海外 相殺消去額(△) 合計

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

預金合計
前第３四半期連結会計期間 7,237,93563,810 ― 7,301,746

当第３四半期連結会計期間 7,415,78767,960 ― 7,483,747

　うち流動性預金
前第３四半期連結会計期間 3,966,349 530 ― 3,966,879

当第３四半期連結会計期間 4,056,207 552 ― 4,056,759

　うち定期性預金
前第３四半期連結会計期間 2,999,32963,280 ― 3,062,610

当第３四半期連結会計期間 3,175,05867,407 ― 3,242,466

　うちその他
前第３四半期連結会計期間 272,256 ― ― 272,256

当第３四半期連結会計期間 184,521 ― ― 184,521

譲渡性預金
前第３四半期連結会計期間 298,000 77,496 ― 375,496

当第３四半期連結会計期間 251,600 97,330 ― 348,930

総合計
前第３四半期連結会計期間 7,535,935141,307 ― 7,677,243

当第３四半期連結会計期間 7,667,387165,290 ― 7,832,678

(注) １　「国内」とは、当行(海外店を除く)及び国内連結子会社であります。

２　「海外」とは、当行の海外店及び海外連結子会社であります。

３　①　流動性預金＝当座預金＋普通預金＋貯蓄預金＋通知預金

②　定期性預金＝定期預金＋定期積金
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⑤ 国内・海外別貸出金残高の状況

○　業種別貸出状況(残高・構成比)
　

業種別
前第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間

貸出金残高(百万円) 構成比(％) 貸出金残高(百万円) 構成比(％)

国内
(除く特別国際金融取引勘定分)

6,350,236100.00 6,454,517100.00

　製造業 1,181,50718.61 1,136,14817.60

　農業、林業 4,637 0.07 4,661 0.07

　漁業 3,258 0.05 3,224 0.05

　鉱業、採石業、砂利採取業 23,690 0.37 17,900 0.28

　建設業 280,649 4.42 290,954 4.51

　電気・ガス・熱供給・水道業 50,449 0.80 45,073 0.70

　情報通信業 42,640 0.67 37,262 0.58

　運輸業、郵便業 238,941 3.76 245,117 3.80

　卸売業、小売業 738,480 11.63 741,994 11.49

　金融業、保険業 399,002 6.28 395,086 6.12

　不動産業、物品賃貸業 1,318,74120.77 1,348,82720.90

　医療・福祉、宿泊業等サービス業 466,279 7.34 463,285 7.18

　地方公共団体 128,317 2.02 127,108 1.97

　その他 1,473,63923.21 1,597,87224.75

海外及び特別国際金融取引勘定分 98,396 100.00 120,886100.00

　政府等 ― ― ― ―

　金融機関 3,259 3.31 2,332 1.93

　その他 95,136 96.69 118,554 98.07

合計 6,448,632― 6,575,403―

(注) １　「国内」とは、当行(海外店を除く)及び国内連結子会社であります。

２　「海外」とは、当行の海外店及び海外連結子会社であります。

　
⑥ 「金融機関の信託業務の兼営等に関する法律」に基づく信託業務の状況

「金融機関の信託業務の兼営等に関する法律」に基づき信託業務を営む会社は当行１社です。
　

信託財産の運用／受入状況(信託財産残高表)
　

資産

科目
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％)

有価証券 19 5.35 19 5.31

現金預け金 352 94.65 355 94.69

合計 372 100.00 374 100.00
　

負債

科目
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％)

金銭信託 372 100.00 374 100.00

合計 372 100.00 374 100.00

(注) １　共同信託他社管理財産　前連結会計年度の残高は５百万円、当第３四半期連結会計期間の残高は５百万円であ

ります。

２　元本補てん契約のある信託については、前連結会計年度および当第３四半期連結会計期間の取扱残高はありま

せん。
　

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、静岡銀行グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要

な変更及び新たに生じた課題はありません。
　

(3) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 2,414,596,000

計 2,414,596,000

　
② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年２月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 685,129,069同左
東京証券取引所

市場第一部
単元株式数は1,000株であります。

計 685,129,069同左 ― ―

　
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年12月31日 ― 685,129 ― 90,845,740 ― 54,884,080

　
(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成23年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 29,286,000 ― 当行保有の普通株式

完全議決権株式(その他) 652,172,000 652,172普通株式

単元未満株式 3,671,069 ― 普通株式

発行済株式総数 685,129,069 ― ―

総株主の議決権 ― 652,172 ―

(注)　「単元未満株式」の欄には、自己株式が691株含まれております。

　
② 【自己株式等】

　 　 平成23年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社静岡銀行

静岡市葵区呉服町１丁目
10番地

29,286,000 ― 29,286,0004.27

計 ― 29,286,000 ― 29,286,0004.27

　
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１　当行の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年

内閣府令第64号)に基づいて作成しておりますが、資産及び負債の分類並びに収益及び費用の分類は、「銀

行法施行規則」（昭和57年大蔵省令第10号）に準拠しております。

　

２　当行は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(自　平成23年10月１

日　至　平成23年12月31日)及び第３四半期連結累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日)に係

る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツの四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

現金預け金 385,726 353,721

コールローン及び買入手形 44,135 14,848

買入金銭債権 41,670 47,695

特定取引資産 45,168 48,694

金銭の信託 2,300 2,500

有価証券 2,067,097 2,080,855

貸出金 ※1
 6,636,119

※1
 6,575,403

外国為替 5,721 10,118

リース債権及びリース投資資産 40,334 40,192

その他資産 104,765 94,382

有形固定資産 64,211 61,194

無形固定資産 15,678 14,414

繰延税金資産 7,554 5,053

支払承諾見返 68,479 74,820

貸倒引当金 △86,574 △74,017

投資損失引当金 △370 △372

資産の部合計 9,442,019 9,349,505

負債の部

預金 7,357,396 7,483,747

譲渡性預金 300,657 348,930

コールマネー及び売渡手形 55,959 88,978

債券貸借取引受入担保金 223,921 304,170

特定取引負債 29,456 27,876

借用金 512,094 118,811

外国為替 146 802

社債 25,000 20,000

その他負債 127,463 129,631

退職給付引当金 22,785 22,653

睡眠預金払戻損失引当金 883 722

偶発損失引当金 3,582 3,434

特別法上の引当金 11 11

繰延税金負債 － 0

支払承諾 68,479 74,820

負債の部合計 8,727,838 8,624,590
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

純資産の部

資本金 90,845 90,845

資本剰余金 54,884 54,884

利益剰余金 491,986 513,678

自己株式 △7,734 △22,329

株主資本合計 629,981 637,078

その他有価証券評価差額金 64,179 66,685

繰延ヘッジ損益 △427 △401

為替換算調整勘定 △1,257 △1,785

その他の包括利益累計額合計 62,493 64,498

新株予約権 253 306

少数株主持分 21,452 23,032

純資産の部合計 714,180 724,915

負債及び純資産の部合計 9,442,019 9,349,505
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

経常収益 158,287 163,646

資金運用収益 104,415 103,079

（うち貸出金利息） 79,531 77,154

（うち有価証券利息配当金） 23,756 24,908

信託報酬 0 －

役務取引等収益 34,545 35,435

特定取引収益 19 738

その他業務収益 12,794 10,850

その他経常収益 6,512 ※1
 13,541

経常費用 106,889 105,464

資金調達費用 7,444 5,810

（うち預金利息） 5,238 3,669

役務取引等費用 16,749 17,172

特定取引費用 84 349

その他業務費用 2,334 3,672

営業経費 66,936 67,254

その他経常費用 ※2
 13,338

※2
 11,205

経常利益 51,398 58,182

特別利益 575 223

固定資産処分益 567 223

償却債権取立益 7 －

特別損失 711 162

固定資産処分損 382 160

減損損失 － 1

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 329 －

税金等調整前四半期純利益 51,262 58,242

法人税、住民税及び事業税 20,947 17,918

法人税等調整額 △1,292 8,381

法人税等合計 19,654 26,300

少数株主損益調整前四半期純利益 31,607 31,942

少数株主利益 1,798 1,594

四半期純利益 29,809 30,348
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 31,607 31,942

その他の包括利益 △10,968 2,017

その他有価証券評価差額金 △10,383 2,518

繰延ヘッジ損益 △61 26

為替換算調整勘定 △523 △527

四半期包括利益 20,638 33,959

親会社株主に係る四半期包括利益 18,844 32,352

少数株主に係る四半期包括利益 1,794 1,606
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【会計上の見積りの変更】

　

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

　中間連結会計期間より、経営改善支援・事業再生支援に係る体制を一層強化したことに伴い、要注意先、要管理先及び

破綻懸念先で与信額が一定金額以上の大口債務者のうち、債権の元本の回収及び利息の受取に係るキャッシュ・フ

ローを合理的に見積ることができる債権については、当該キャッシュ・フローを貸出条件緩和実施前の約定利子率で

割引いた金額と債権の帳簿価額との差額を貸倒引当金とする方法（キャッシュ・フロー見積法）により引き当ててお

ります。　

　これにより、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、それぞれ4,936百万円減少しております。

　

【追加情報】

　

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等）

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正から、「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号平成21年12月４日）を適用しております。

なお、「金融商品会計に関する実務指針」（日本公認会計士協会会計制度委員会報告第14号）に基づき、当第３四

半期連結累計期間の「貸倒引当金戻入益」及び「償却債権取立益」は、「その他経常収益」に計上しておりますが、

前第３四半期連結累計期間については遡及処理を行っておりません。
 

（法人税率の変更等による影響）

「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年法律

第114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置法」

（平成23年法律第117号）が平成23年12月２日に公布され、平成24年４月１日以後に開始する連結会計年度から法人

税率の引下げ及び復興特別法人税の課税が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債

の計算に使用する法定実効税率は従来の39.7％から、平成24年４月１日に開始する連結会計年度から平成26年４月１

日に開始する連結会計年度に解消が見込まれる一時差異等については37.2％に、平成27年４月１日に開始する連結会

計年度以降に解消が見込まれる一時差異等については34.8％となります。この税率変更により、繰延税金資産1,673百

万円、その他有価証券評価差額金4,851百万円及び法人税等調整額3,169百万円がそれぞれ増加しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

※１　貸出金のうち、リスク管理債権は以下のとおりであ

ります。

破綻先債権額 8,986百万円

延滞債権額 216,805百万円

３ヵ月以上延滞債権額 2,117百万円

貸出条件緩和債権額 16,280百万円

なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額であ

ります。

※１　貸出金のうち、リスク管理債権は以下のとおりであ

ります。

破綻先債権額 7,917百万円

延滞債権額 212,463百万円

３ヵ月以上延滞債権額 1,837百万円

貸出条件緩和債権額 15,545百万円

なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額であ

ります。

　

(四半期連結損益計算書関係)
　

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日)

―――― ※１　その他経常収益には、貸倒引当金戻入益7,524百万円

を含んでおります。

※２　その他経常費用には、貸倒引当金繰入額5,965百万円

を含んでおります。

※２　その他経常費用には、株式等償却6,438百万円を含ん

でおります。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりで

あります。
　

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日)

減価償却費 9,855百万円減価償却費 9,754百万円

　

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

１　配当金支払額
　

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月24日
定時株主総会

普通株式 4,523 6.50平成22年３月31日 平成22年６月25日 利益剰余金

平成22年11月12日
取締役会

普通株式 4,393 6.50平成22年９月30日 平成22年12月10日 利益剰余金

　

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１　配当金支払額
　

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月24日
定時株主総会

普通株式 4,393 6.50平成23年３月31日 平成23年６月27日 利益剰余金

平成23年11月11日
取締役会

普通株式 4,263 6.50平成23年９月30日 平成23年12月９日 利益剰余金

　

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)
１　報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　
報告セグメント

その他 合計 調整額
四半期連結
損益計算書
計上額銀行業 リース業 計

経常収益 　 　 　 　 　 　 　

　外部顧客に対する
　経常収益

135,82815,779151,6076,679158,287 ─ 158,287

　セグメント間の
　内部経常収益

1,002 2,117 3,119 2,785 5,904△5,904 ─

計 136,83017,897154,7279,464164,192△5,904158,287

セグメント利益 47,197 1,481 48,679 2,163 50,842 555 51,398

(注) １　一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。

２　「その他」の区分は報告セグメントに含まれないものであり、国内金融商品取引業務、電子計算機の計算請負

業務及び信用保証業務等を含んでおります。

３　セグメント利益の調整額555百万円は、セグメント間取引消去△61百万円、リース業の貸倒引当金戻入額743百

万円等であります。

４　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
　

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報
（固定資産に係る重要な減損損失）
該当事項はありません。

　
（のれんの金額の重要な変動）
該当事項はありません。

　
（重要な負ののれん発生益）
該当事項はありません。

　

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１　報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失の金額に関する情報
（単位：百万円）

　
報告セグメント

その他 合計 調整額
四半期連結
損益計算書
計上額銀行業 リース業 計

経常収益 　 　 　 　 　 　 　

　外部顧客に対する
　経常収益

140,19916,042156,2417,404163,646 ― 163,646

　セグメント間の
　内部経常収益

1,070 2,017 3,088 2,717 5,805△5,805 ―

計 141,26918,060159,32910,121169,451△5,805163,646

セグメント利益 54,073 1,434 55,508 2,813 58,322 △139 58,182

(注) １　一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。

２　「その他」の区分は報告セグメントに含まれないものであり、国内金融商品取引業務、電子計算機の計算請負

業務及び信用保証業務等を含んでおります。

３　セグメント利益の調整額△139百万円は、セグメント間取引消去△135百万円等であります。

４　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
　

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報
（固定資産に係る重要な減損損失）
該当事項はありません。

　
（のれんの金額の重要な変動）
該当事項はありません。

　
（重要な負ののれん発生益）
該当事項はありません。
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(デリバティブ取引関係)

Ⅰ  前連結会計年度

通貨関連取引(平成23年３月31日現在)
　

区分 種類 契約額等(百万円) 時価(百万円) 評価損益(百万円)

金融商品
取引所

通貨先物 ― ― ―

通貨オプション ― ― ―

店　頭

通貨スワップ 519,287 547 547

為替予約 37,479 152 152

通貨オプション 304,147 △328 △328

その他 9,626 152 152

　 合計 ――― 524 524

(注)　上記取引については時価評価を行い、評価損益を連結損益計算書に計上しております。

なお、「銀行業における外貨建取引等の会計処理に関する会計上及び監査上の取扱い」(日本公認会計士協会業

種別監査委員会報告第25号)等に基づき、ヘッジ会計を適用している通貨スワップ取引等及び外貨建金銭債権債務

等に付されたもので当該外貨建金銭債権債務等の連結貸借対照表表示に反映されているもの、又は当該外貨建金銭

債権債務等が連結手続上消去されたものについては、上記記載から除いております。

　
Ⅱ  当第３四半期連結会計期間

企業集団の事業の運営において重要なものであり、前連結会計年度の末日に比して著しい変動が認めら

れるものは、次のとおりであります。
　

通貨関連取引（平成23年12月31日現在）
　

区分 種類 契約額等(百万円) 時価(百万円) 評価損益(百万円)

金融商品
取引所

通貨先物 ― ― ―

通貨オプション ― ― ―

店　頭

通貨スワップ 432,316 33 33

為替予約 55,303 164 164

通貨オプション 232,439 △249 △249

その他 6,960 114 114

　 合計 ――― 62 62

(注)　上記取引については時価評価を行い、評価損益を四半期連結損益計算書に計上しております。

なお、「銀行業における外貨建取引等の会計処理に関する会計上及び監査上の取扱い」(日本公認会計士協会業

種別監査委員会報告第25号)等に基づき、ヘッジ会計を適用している通貨スワップ取引等及び外貨建金銭債権債務

等に付されたもので当該外貨建金銭債権債務等の四半期連結貸借対照表表示に反映されているもの、又は当該外貨

建金銭債権債務等が連結手続上消去されたものについては、上記記載から除いております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及

び算定上の基礎は、次のとおりであります。

　

　 　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 円 43.48 45.81

    (算定上の基礎) 　 　 　

    四半期純利益 百万円 29,809 30,348

    普通株主に帰属しない金額 百万円 ― ―

    普通株式に係る四半期純利益 百万円 29,809 30,348

    普通株式の期中平均株式数 千株 685,582 662,401

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期
純利益金額

円 43.46 45.79

    (算定上の基礎) 　 　 　

    四半期純利益調整額 百万円 ― ―

    普通株式増加数 千株 258 359

希薄化効果を有しないため、潜在株式
調整後１株当たり四半期純利益金額の
算定に含めなかった潜在株式で、前連
結会計年度末から重要な変動があった
ものの概要

　 ― ―

　
(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

　
２ 【その他】

中間配当

平成23年11月11日開催の取締役会において、第106期の中間配当につき次のとおり決議しました。
配当金の総額 4,263百万円
１株当たりの中間配当金 6.50円
支払請求の効力発生日及び支払開始日 平成23年12月９日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年２月７日

株式会社静岡銀行

取　締　役　会　　御　中

　
有限責任監査法人　トーマツ 　

　
指定有限責任社員

公認会計士　　大　　森　　　茂　　　　印
業務執行社員

　 　
指定有限責任社員

公認会計士　　大 須 賀　 壮 人　　　　印
業務執行社員

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社静岡銀行の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平
成23年10月１日から平成23年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年12
月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社静岡銀行及び連結子会社の平成23年
12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当行(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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